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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

6月17日(月) 

正しいことをしなさい 

 

聖書朗読  Ⅱ列王記 18：１～8 

彼はすべて祖父ダビデが行ったとおりに、主の目にかなうことを行った。      

Ⅱ列王記 18：3 

 

ラジオの人生相談では、様々なアドバイスを受けた後に、何をすべきかお分かり

になったでしょうから「正しいことをするように」とのアドバイスで終了することが

よくあります。しかし、正しいことが何かというのを見極めるのが難しい場合があり

ます。また、問題が解決されたからといって、満足や気分が晴れたりすることに繋が

らないこともあります。 

ヒゼキヤはユダの王になった時、わずか２５歳でした。しかし、彼は主の目にか

なうことを行ったと聖書に記されています。彼は、明確な原則に基づいて行動しまし

た。第一に、ヒゼキヤは主を信じていました。第二に、彼は主に、神様に従い続けま

した。第三に、神様がモーセに下さった戒律を守りました。 

私たちが困難な状況に陥ったり、誰かと衝突したりする時、ヒゼキヤの例に倣お

うではありませんか。神様のご命令に導きを求め、神様に従い信じ続けるなら、神様

がヒゼキヤと共にいて下さったように、私たちと共にいて下さいます。主が私たちの

人生に臨在して下さることは、「正しいことをする」のをより易しく下さるのです。 

 

 

讃美歌  280 

祈 り 親愛なる神様、神様の栄光を表わすように生きるのは難しいです。あなた

様に全てを信頼し、御言葉に導いて頂くことが出来ますように。 

イエス様のお名前によって祈ります。アーメン。 

 

                                                

ジョイス・ハーディン 

                           テキサス州オースティン 



 

6月18日(火) 

恐 れ か 信 仰 か 

 

聖書朗読  詩篇3 

愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。なぜなら恐れには刑罰が

伴っているからです。恐れる者の愛は、全きものとなっていないのです。      

I ヨハネ4：18  

 

夜が怖い！子供の頃は、誰もが夜が怖かったと思います。その理由は、ベッドの

下のモンスターだったり、震え上がるほどの怖い夢だったりしました。大人になった

今は夜だけではなく昼間も恐怖と向き合っています。私たちは、毎朝、恐れか信仰か

の選択を迫られています。 

ダビデは、命を狙われ続けたので、自ら苦しみを経験していました。しかし、恐

れに打ち負かされることはありませんでした。神様がダビデの盾になって下さり、頭

を持ち上げて励まして下さいました。ダビデは神様に叫び求め、主はそれをお聞きに

なりました。神様はダビデを支えて下さり、ダビデの信仰は数万もの敵をも恐れませ

んでした。私たちを救い出し助け出して下さるのは神様なのです。 

 

恐れはあなたを幽閉し、信仰はあなたを自由にする 

恐れはあなたを麻痺させ、信仰はあなたを力づける 

恐れはあなたを傷つけ、信仰はあなたを励ます 

恐れはあなたに病を負わせ、信仰はあなたを癒す 

信仰はあなたを役立つ者に変える 

ハリー・エマソン・フォスディック 

 

あなたの一日が始まる時、今日起こる全ての出来事に信仰をもって対処することを決

意しましょう。神様は生きておられ、正しい人をないがしろにされるお方ではなりま

せん。 

 

讃美歌  461 

祈 り 親愛なる主よ、私たちは恐れをあなたに委ねます。恐れに打ち勝つように

私たちの信仰を強めて下さい。 

イエス様のお名前によって祈ります。アーメン。 

 

デイル・フォスター 

                         テキサス州、サイプラス 

 

 

 

6月19日 (水) 

神 に 信 頼 す る 

 

聖書朗読  詩篇4 

平安のうちに私は身を横たえ、すぐ眠りにつきます。主よ。あなただけが、私を安

らかに住まわせてくださいます。      

詩篇4：8 

 

苦悩の中で祈りが聞かれるようにと、必死に神様に祈り求めたことはありますか。

神様の憐みが必要なのに、祈りが聞かれないと感じたことはありますか。それでも、

心の底では、私たちが呼ぶときに神様は応えてくださることを知っていると思います。 

祈りが聞かれない時、あなたはどうしますか。詩人は言います。怒って罪を犯し

てはいけないと。また、祈りの動機や心の持ち方が正しいかどうか私たちの心を探り

なさいと。神様が望まれるように礼拝し、主に信頼しなさいと。 

そうすれば、御顔の光が私たちの上に照らされます。そして、私たちの心の想像

をはるかに超える喜びで満たして下さるでしょう。完全なる従順さを持って神様に人

生の全てをお任せし、とことん神様に寄り頼む時、心配することは何もなくなるので

す。全ての悪から私たちを守って下さると知り、リラックスして平安のうちに横たわ

れるのです。愛なる神様の御腕の中でぐっすりと眠りにつけるのです。 

 

讃美歌  448 

祈 り 親愛なる主よ、あなたのタイミングで、あなたの方法で私たちの祈りを聞

いて下さることを知っています。いつも全てのことをあなたにお任せして

信頼することが出来ますように。 

イエス様のお名前によって祈ります。アーメン。 

 

ナンシー・ファーガソン 

テキサス州 アビリン                         

 



 

6月20日(木) 

小さなものの中にもいらっしゃる神様 

 

聖書朗読  詩篇9：1～10 

私は心を尽くして主に感謝します。あなたの奇しいわざを余すことなく語り告げま

す。私は喜び、誇ります。いと高き方よ。あなたの御名をほめ歌います。      

詩篇9：1～2 

 

今年の冬、私は森の中の氷が張った池に落ちてしまいました。池の深さは1メー

トル弱くらいで水底の落ち葉の複雑な模様がはっきり見えていました。気泡搭もその

時初めて見ました。シャーペンの芯ほどのサイズで上から下まで凍っていました。 

一番末の息子に誘われなかったら、氷の下の池の底を見ることはなかったでしょ

う。氷の上を歩いたことで、私の視界が広がりました。そこで見たのは真っ白になっ

た木や吹き荒れる雪ではなく、忘れないようにと神様が下さった美しいものでした。 

時々私たちは、人生の小さなものの中に神様を見つけることを忘れてしまいます。

探せは、神様はどこにでも存在しておられます。旅行で行く浜辺で海の荒波を見て神

様の力を感じる代わりに、近所の小川の流れの中に神様の声を聞くことが出来ます。

目を開けて神様を愛すれば、どこにでもいらっしゃる神様を見ることが出来るのです。 

 

 

讃美歌  Ⅱ149 

祈 り 親愛なる神様、この世界の権威者を見過ごしてしまう時がありますことを

お許しください。あなたはこの世界を美しくお造りになられました。そこ

であなたを見出すことが出来ますように。言葉にできないほどの栄光に満

ちた永遠の住まいを目指して働くことが出来ますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

シャロン・フォスター 

                         テネシー州 マクイウェン 

 

 

6月21日(金) 

自身を持つ鍵とは 

聖書朗読  詩篇16 

私はいつも、私の前に主を置いた。主が私の右におられるので、私はゆるぐことが

ない。 

詩篇16：8 

 

試練に立ち向かうダビデの主に対する信頼の深さに私たちは感銘を受けます。し

かし、この詩には感銘だけではなく、自信に繋がる鍵が隠されているのです。私たち

もその自信を持つことができるでしょうか。 

この詩に書かれている信頼を身に着けると、主への信仰は「主から離れるのは良

くない」という意味になり、主を信じる者たちと一緒にいることが喜びとなるのです。 

この詩は、様々な神々に仕えようとすると苦難が増すと注意を促しています。そ

して、ただ主にのみ全ての心を注ぐ人だけが、揺らぐことがないのだとも忠告してい

ます。 

世の中のテクノロジーは大きく変化しましたが、霊的には「日の下には新しいも

のは一つもない」（伝道者の書１：９）のです。主の近くにいる者たちは、自信につな

がる鍵を持っています。そういう人たちは、たとえ困難が襲っても、この世が揺らぐ

ことがあってもたじろぐことはないのです。 

 

聖 歌 424 

祈 り 聖なる神様、自信を失ってしまう恐れを取り除いて下さい。あなたに全幅

の信頼を置くことを教えて下さい。人々を愛することを教えて下さい。こ

の世の神々を礼拝することを避けることが出来ますように。 

イエス様のお名前によって祈ります。 

 

サイヤー・サルスベリー 

オハイオ州 トレド 

 



 

6月22日(土) 

よく見なさい、よく見ましょう 

聖書朗読  詩篇27：4～14 

私は一つのことを主に願った。私はそれを求めている。私のいのちの日の限り、主

の家に住むことを。主の麗しさを仰ぎ見、その宮で、思いにふける、そのために。 

詩篇27：4  

 

精神的に疲れた時、私は壁に掛けてあるヨセミテ国立公園の写真を見ます。すば

らしい山々、美しい滝、急流、草原の写真です。不思議で複雑で息をのむほどの美し

さを見ると、神様の力と神様の手によって作られた作品群であることを思い知らされ

ます。 

詩人ダビデは自然風景以上のものを見ています。そして私たちに自然を深く見つ

め、神様の美しさに目を据えるように勧めています。自然を心の底から見て下さい。

自然の中の神の存在を認識し神様をほめたたえ、神様の存在に包まれて下さい。その

神様は私たちの必要を満たし、約束を守って下さり、計り知れぬ知恵を見せて下さり、

創造の技を通して私たちに語り掛けて下さっています。 

立ち止まって神様をしっかり見ることなしに、人はどうやって人生の方向を見つ

けるのでしょう。人生は、ただの苦難の迷路、過ち、絶望となり得ます。ダビデは、

彼の生涯を様々な障害や試練から導いて下さった生ける神様への信仰を言い表しまし

た。ダビデの不朽の信仰と信頼は、彼が直面した問題よりも偉大だったのです。私た

ちもダビデのように周りの全てのことの中に神様を求めることが出来ます。毎日私た

ちは時間を割いて自分の周りを見て、お仕えする創造主の技に驚嘆しようではありま

せんか。 

 

讃美歌  Ⅱ161 

祈 り 父なる神様、神様をしっかりと見つめさせて下さい。あなたに驚嘆し続け

ることが出来ますように。 

イエス様のお名前によって祈ります。 

                

                      ラリー・ケイン 

                      テキサス州 ハイランドヴィレッジ 

 

6月23日(日) 

ことばの警察官 

 

聖書朗読 詩篇39 

私は自分の道に気をつけよう。私が舌で罪を犯さないように。口に口輪をはめてお

こう。 

詩篇39：1 

 

ある母親は自分の言葉遣いに気を付けていました。それは、三歳の娘が母親の使

うどんな言葉も繰り返すからでした。その女の子は母親が失礼な言葉を使うとそれも

指摘しました。また、その子は母親の声の大きさや言い方もよく聞いていました。「座

って静かにしていなさい」というような簡単な言葉も母親の顔の表情を見て、怒りを

読み取っていました。彼女は母親の態度に敏感に反応しました。 

そのうち母親は愛情を込めて、娘を「ことばの警察官」と呼び、誰に対しても言

葉遣いに気を配るようになりました。そう考えると、自分専用の「ことばの警察官」

がいることは利点があるようです。 

話すこと自体が賜物です。話すことは、コミュニケーションの手段、または表現

の方法になります。それは、問題を解決したり、また回避することも出来ます。しか

しながら、この賜物は他の賜物と同じように良いことにも悪いことにも使えます。で

すから、どういう言葉を使うかということが大事なのです。私たちはすべてのことば

で父なる神様をほめたたえたいのです。 

 

 

讃美歌  Ⅱ194 

祈 り 主よ、どうぞ私の口から敵意、恨み、悪口、不満、噂話を取り除いて下さ

い。あなたを崇め、人々を励ますために言葉を使えますようにお導き下さ

い。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ローリ・ベイリー 

                        テキサス州 グランドプレリー 

 

 


